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大 正 3 年 1 0 月 1 0 H
昭 和 N 午 3 打
川 拝 Π 1 、 1 年 1 打
昭 和 1 5 年 」 打
昭 和 2 3 年 、 9  j ・ 1
門 杯 吃 6 午 6 児
川 仟 Π 2 6 イ 1 7  打
昭 和 3 1 イ f 6  打
昭 和 3 2 イ F 3  上 1
川 拝 那 2 午 4 月
昭 禾 胎 5 尓 1 村
昭 和 、 1 0 午 9 j j
川 拝 山 1 司 二 1 0 打
昭 和 、 1 2 年 1 0 打
円 仟 ル H 午 6 月
昭 手 畷 ↓ イ F 1 リ ]
昭 和 拓 年 1 0 打
昭 和 ↓ 7 年 5 月
昭 和 ι 7 年 5  打
昭 和 5 0 年 9 月
昭 和 訟 午 、 1 打
昭 和 5 3 年 1 打
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岐 阜 」 " に 小 る
爽 京 テ 削 」 、 1 大 学 医 学 都 粲 学 科 卒 菜
東 京 女 子 薬 学 ψ 門 学 佼 教 授
川 ' 団 法 人 倉 敷 小 央 病 1 完 桑 1 ■ 長
田 辺 製 粲 株 式 会 礼 研 究 所 次 長
薬 学 博 士 の 学 位 を 取 得 ( 東 京 大 学 )
Π 本 薬 学 会 学 術 賞 を 受 賞 ( フ ラ ボ ソ 類 似 化 合 物 の 価 究 )
ド キ ニ メ ソ テ ー シ ョ ソ 研 乃 モ 述 総 ・ 委 員 会 委 上 1
東 京 医 科 大 学 卒 業
H 本 大 学 理 _ 1 : 学 都 粲 学 科 J 剣 受 ( 粲 物 学 ・ 生 化 学 講 座 扣 里 D
東 北 大 学 医 学 部 薬 学 科 教 授 ( 薬 " . 作 川 学 誥 座 担 当 )
薬 剤 師 試 験 審 議 妥 貝 ・ 委 貝 長  U リ 牛 朶 D
第 2 3 厄 胴 本 薬 学 大 会 委 n 長
医 学 博 士 の 学 位 を 取 得 ・ ( 東 京 医 科 大 学 )
日 本 科 学 技 術 哨 徽 セ ソ タ ー 功 労 賞 を 受 n
小 央 薬 * 審 驫 会 妥 典 ( 川 生 I D
か な え 医 学 賞 受 賞 ( 降 圧 剤 の 薬 理 学 的 馴 究 )
東 北 大 学 薬 学 部 教 授 に 配 般 換 ( 薬 理 学 講 座 如 邑 り
東 北 大 学 評 議 員
日 本 薬 剤 師 会 賞 受 賞 ( 薬 剤 師 教 育 の 功 労 )
第 5 1 回 日 木 薬 理 学 会 総 会 会 長
付 虹 F 退 官
東 北 大 学 名 巻 教 授
§
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薯1.
書(単行本・叢書)
著
常用新薬の薬理
2.
名
作
毒劇薬便覧
3.
目
くtりーそのはたらき
その使いかた
発行年月
4.
録
昭和37年3
(初版)
薬物学
5.
昭和39年9月
見
発行所・頁
薬物学実験
6、
E召和48年10月
南山堂
A5.614頁
(第8版)
用山堂
A5.330頁
1
薬物療法の実際
単著・共著
編集・分担執筆の別
小澤光単著
昭和32年5月
(初版)
フ. 臨床薬理学大系
アサヒ
メディカル社
A5.183頁
南山堂
A5.665頁
(第16版)
南山堂
A5.230頁
(第7版)
"召和35年11日
(初版)
小澤
1.
昭和妬年3月
(初版)
1.
原
小澤
光単砦
イソ品コチソ酸ヒドラジド誘違文寸の研究(第4報). PⅥ'uvic Acid lsonlcotinoyl
hydra卯ne ap)のぺーパークロマトグラフィーにおける異性体について
小澤光,清本昭夫,浦田芳子
薬誌 80,211a96の
イソニコチソ酸ヒドラジド誘導体の研究(第5穀).pyruvic Acid lsonicotinoyl
hyd,詔one (卯)の類似体のぺーパ【クロマトグラフィーに船ける異性体にっいて
小浮光,清本昭夫,浦田芳子
薬誌 80,214 。196の
昭和43年
光単著
報
高木敬次郎と共著
2.
フサヒ
メディカル社
A5.508頁
(第2版)
中山書店
B5.13巻
各巻230頁
(東北大学在職中)
高木敬次郎と共著
他4名と編集
編集・獣筆
?
1 3 .
イ ソ ニ コ チ ソ 酸 ヒ ド ラ ジ ド 誘 導 休 の 研 究 ( 第 6 報 ) . イ ソ ニ エ チ ソ 酸 ヒ ド ラ ジ ド お よ
び 安 息 香 酸 酸 ヒ ド ラ ジ ド の  S c h i 丘 塩 基 化 に よ る 毒 性 低 下 と そ の 生 化 学 的 意 義
小 澤 光 , 金 光 継 道 , 北 村 ユ リ 子
薬 誌  8 1 , 1 2 2 5  a 9 6 D
プ タ 肺 虫 ( M e t a s t r o n g y 1 蝿  e l o o g a t u s ) の 物 質 代 謝 に 関 す る 研 究 ( 第 1 報 ) 含 窒
素 化 合 物 の 代 謝 経 路 に つ い て
小 澤 光 , 村 越 善 衛 , 新 村 宗 敏
薬 誌  8 1 , 1 7 7 4  a 9 6 D
プ タ 肺 虫 駆 虫 薬 D L - C O P P 田  m e t h i o n a t e に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )
D L - c o p p e r  m e t h i o n a t e の 経 口 投 与 に よ る 家 兎 の 血 中 濃 度 に つ い て
石 関 忠 一 , 小 澤 光
衛 生 試 験 砂 識 告  7 9 , 1 5 7  a 9 6 D
プ タ 肺 虫 駆 虫 薬 D L - c o p p e r  m e t h i o n a t e に 関 司 、 る 研 究 ( 第 3 報 )
D L - c o p p a  m e t h i o n a t e  の 筋 肉 内 注 射 に よ る シ ロ ネ ズ ミ の 各 種 臓 器 内 分 布 に つ い て
石 関 忠 一 , 小 浮 光
衛 生 試 験 所 報 告  7 9 , 1 6 1 a 9 6 D
4 - p h e n y l p l p e r i d i n e  誘 遜 休 の 薬 理 試 験
小 澤 光 , 福 田 英 臣 , 福 島 英 明 , 植 松 利 男 , 小 野 寺 威 , 増 田 貢
薬 誌  8 2 , 1 1 4 5  a 9 6 2 )
筋 弛 緩 薬 お よ び そ の 捨 抗 薬 の 研 究 ( 第 1 ¥ め
グ ァ = ジ ソ 誘 導 体 の カ エ ル 骨 格 筋 に 対 す る 作 用
小 澤 光 , 福 田 英 臣 , 後 藤 正 義
薬 誌  8 2 , 1 2 7 4  a 9 6 2 )
2 - ( 2 - D l e 血 y h m i o o e t h o " y )  o t h y 卜 d i e t h y l p h e o y l  a c e t a t o  ( o x e l a d i o e ) の 鎮 咳
作 用 船 よ び 毒 性
小 澤 光 , 福 田 英 臣 , 大 槻 勲 夫 , 千 葉 裕 広
フ 工 昌 ル ヒ ド ラ ジ ソ お よ び 類 似 化 合 物 の コ ハ ク 酸 酸 化 酵 素 系 に 対 す る 阻 害 作 用 ( D
小 澤 光 , 浅 見 行 一
生 化 学  3 4 , 2 4 3  a 9 6 ? )
C o p p e r  D L - M e t h i o n i n e ,  a  n e w  a n t h e l m i n t l c  f o r  s w i n e  l u n g  w o r m .  T h e  a c t i o n
O f  c o p p e r  D L - M e t h i o n l n e  o n  l u n g  w o r m s .  H . o z a w a ,  C . 1 S h i z e k i  a n d
M . N i i m u r a ,  c h e m .  p h a , m .  B U 1 1 . 1 0 , 9 7 5  ( 1 9 6 2 )
フ ェ ニ ル ヒ ド ラ ジ ソ に よ る  N A D H  酸 化 酵 素 の 阻 害
浅 見 行 一 , 小 澤 光
動 物 学 雑 誌  7 2 , 2 6 9 ( 1 9 6 3 )
フ ェ ニ ル ヒ ド ラ ジ ソ 船 よ び 類 似 化 合 物 の 冨 ハ ク 酸 酸 化 酵 素 系 に 対 す る 阻 害 作 用
ト 冨 ソ ド リ ア 内 ユ ビ キ ノ ソ に 対 す る ブ エ ニ ル ヒ ド ラ ジ ソ の 作 用
ミ
浅 見 行 一 , 小 澤 光
生 化 学  3 5 , 7 9 8  ( 1 9 6 3 )
4 .
5 .
6 .
フ .
8 .
9 .
1 0 .
1 1 .
1 2 .
?
14. Guanethidine 類似化合物の薬理学的研究(第2報)
小澤光,大槻勲夫
薬誌 84,67 a9副^
筋弛緩薬およぴその佶抗薬の研究(第2報)モノグァニジノ化合物のカエル骨格筋
に対する作用
小澤光,五味保男,波辺精子
薬誌 84,724 (1964)
The ubiquinone-Hke activity of naturauy occurring benzoquinone
derivatives, H.ozawa, K.Momose, S.Natori, H.ogawa and K.Yamaguchi,
Blochim. et Biophys. Acta 86,395 a96り
Guanidine 誘導体の構造活性相関に関する研究(第1報) Aminoethylguanidine
誘導体の合成霜よび薬理作用
小澤光,佐藤進
薬誌 84,421 a964)
肺虫駆虫薬 Copper DL-methionine の作用機序ープタ肺虫雌雄の呼吸ならびにN
代謝の比校とそれにおよぼすCa"の影郷一
小澤光,佐藤正,早坂弘子
寄生虫誌 13,397 (1964)
フェニルヒドラジソ船よび類似化合物のコハク酸酸化酵素に対する阻害作用(U)
Carbonyl cyanide phenylhydrazone と Acetylphenylhydrazine の作用
浅見行一,小澤光
生化学 36,730 (1964)
G始nethidine 類化合物の薬理学的研究(第3幸長)放種の G岫nethidine 類似化合
物の薬理作用
小澤光,五味保男,大槻勲夫
藁誌 85,112 (1965)
筋弛緩薬霜よびその抽抗薬の研究(第3 報) Bistetrahydroisoquino]ium 発よび
ammonium 化合物の筋弛緩作用とその作用様式の解析
小澤光,福田英臣,五味保男,後藤正義,渡辺精子
薬誌 85,147 a965)
筋弛緩薬およびその括抗薬の研究(第4報) Diphenylaminoethy1宮Uanidine S田fate
の筋弛緩の作用様式の解明
小澤光,竹田正明
薬誌 85,339 a965)
筋弛緩薬粘よびその詰抗薬の研究(第5報) Monoguanidine 化合物の骨格筋作用
の構造活性相関とその作用様式
小澤光,竹田正明
薬誌舗,991a965)
15.
16.
17.
18.
19.
20.
3
21.
22.
23.
42 4 .
N o r a d ル 0 a l i n . の 血 圧 反 転 に 及 ぽ す  C 2 t e c h o l a m i n e  d e p l e t i n g  a g e n t S  の 影 響
小 澤 光 , 丸 山 裕
日 薬 理 誌  6 1 , 3 8 7  a 9 6 5 )
B i o c h e m i c a l  s t u d i e s  o n  Q u i n o n e  D e r i v a t i v e s . 1 .  E f f e c t s  o f  N a t u r a 1 1 y
O c c u r r i n g  B e n 2 0 u i n o n e  D e r v a t i v e s  o n  M i t o c h o n d r i a l  p r e p a r a t i o n ,  H .  o z a w a ,  S ・
N a t o r i  a n d  K .  M o m o s e ,  c h e m .  p h a , m .  B U 1 1 . 1 3 , 1 0 2 9  a 9 6 5 )
プ タ 肺 虫 ミ ト コ ソ ド リ ア の 酸 化 的 り ソ 酸 化 機 構 の 検 討
ト コ ソ ド リ ア の 調 製 と そ の 性 能 の 解 明
小 浮 光 , イ 左 藤 正
日 寄 生 虫 誌  1 4 , 5 1 3  a 9 6 5 )
S t u d i e s  o n  c h e m i c a l  T r a n s m i s s i o n  i n  T a s t e  F i b r e  E n d i n g s . 1 1 1 .  T h e  A c t i o n  o f
A c e t y l c h o l i n e  a n d  2 - D i m e t h y l a m i n o e t h a n 0 1  0 n  t h e  T a s t e  F i b r e  E n d l n g s
K .  s a k a l  a n d  H .  o z a w a ,  c h e m .  p h a r m .  B U 1 1 . 1 3 , 1 4 4 0  ( 1 9 6 5 )
消 化 酵 素 の 消 炎 作 用 の 研 究  S 廿 e p t o m y c e s  g H s e u S  産 生 P r o t e a s e な ら び に
B a c i Ⅱ U s  a m y l o s o l v e o l v e n S  産 生 α 一  A m y l a s e の 抗 浮 腫 f F 用
小 澤 光 , 海 野 勝 男 , 飯 塚 義 夫
薬 誌  8 6 阪 妬 7  a 9 6 の
G u a n i d l n e  誘 違 休 の 祁 粉 告 活 性 相 関 に 関 す る 研 究 ( 第 2  報 )  A m i n o e t h y l g 岫 n i d i n e
誘 導 体 の  A d 托 n 杜 g i c  M e c h a n l s m . に お け る 作 用
小 澤 光 , 佐 藤 進
薬 誌  8 6 , 8 0 2  a 9 6 の
プ タ 肺 虫 ミ ト コ ソ ド リ ア の 酸 化 的 り ソ 酸 化 機 構 の 検 討 一 各 種 の 阻 害 剤 の 影 霄 な ら び
に 顕 徴 分 光 測 定 に よ る チ ト ク ロ ム 系 の 検 索 一
小 澤 光 , 佐 藤 正
寄 生 虫 誌  1 5 , 4 2 2  a 9 6 の
T h e  A d r e n e r g i c  N e u r o n e  B l o c k l n g  A c t i o n  o f  2 - ( M e t h y l p h e n y l a m i n o e t h y l
g u a n i d i n e  s u H a t e . 1 .  H .  o z a w a  a n d  s .  s a 壮 0 ,  c h e m 、  p h a r m .  B U 1 1 .
1 4 , 1 2 9 1  a 9 6 6 )
筋 弛 緩 薬 松 よ び そ の 怯 抗 薬 の 研 究 ( 第 6 報 ) 筋 弛 緩 作 用 を 有 す る  M o n o g U 抑 l d 加 e
化 合 物 の 作 用 様 式 の 解 明
小 澤 光 , 池 澤 一 郎
薬 誌  8 7 , 3 3 8  ( 1 9 6 7 )
T r o p 0 1 0 n e  類 似 化 合 物 の  C a 加 C h 0 1 - 0 - m e t h y l t r a n s f e r a s e  阻 害 作 用 に つ い て
小 澤 光 , 川 島 英 敏
薬 誌 釘 , 3 y 4 5  a 9 6 7 )
筋 弛 緩 薬 船 よ ぴ そ の 括 抗 薬 の 研 究 ( 第 7 報 )  H e x y l g u a n i d i n e  の 筋 弛 緩 の 作 用 様 式
の 解 明 補 遺
小 澤 光 , 池 澤 一 郎
薬 誌  8 7 , 4 6 1  a 9 6 7 )
2 5 .
2 6 .
2 7 .
2 8 .
2 9 .
3 0 .
0 1 .
3 2 .
3 3 .
3 4 .
、 、 、
35. Laminlne Monocitrate の薬用学白勺召チ究
小澤光,五味保男,大槻勲夫
薬誌 87,935 a967)
〔 2 -( Methylpheylamino)ethyl〕 guanidine sn]fate の交感御経断作用
(第3報)の交感神経興誓郡乍用について
小澤光,佐藤進
薬誌 87,Ⅱ絽 a967)
Guanothidin0 類似化合物の薬理学的研究(第宇扱) 2,3,4,5-Totねhydro-1H-3-
henza2epine-3-carboxamidine sulfate の交感ネ巾経遮絢〒イ乍用
小澤光,大槻勲夫
薬誌 87,1387 a96力
Guanethidine 類似化合物の薬理学的研究(第6字め 2,3,4,5-Tetrahydl'0-1H-2-
benzazepine sulfate の Sympa血omimetic Am血eS に才6よぼす影郷
小澤光,大槻勲夫
薬誌 87,1553 a967)
The Adrenergic Neurone Blocking ActioD of 〔2-(Methylphylphenylsmino)ー
ethyl〕guanidlne, sato s.and ozawo, H., chem. pharm. BU11.15,840 (1967)
Biochemical studie9 0n Quinozne Derivatives.Π. E丘ects of Naturauy occu-
rrin倉 Ben加quinone Derivatives on the Respiration of lntact RaoLiver
Mitochondria H. ozawa s. Natori and K. Momse, chem. pharm、 BUU.
15,1090 a96力
Biochemical s studies on Benzoquinoe.111. Effects of Dihydroxyth-
ymoquinone on Rat Liver Mitochondria in the Electron Transportsstem
H. ozawa, K. Momose and M. Machida., chem. phamr. BU11.
15,1841 a96力
Pharmac010σical studies on Gnanethidine Derivatives.1V. Adrenergic Neur-
One BIOCIくing Action of 2,3,4,5-Tesrabydro-1H-2-ben2azepine-2イarboxami-
dlne suHate, H.0.awa and l.0船Uki, chem. pharm. B゛11.15,1875 a967)
ジオキシチモキノソのラット用ミトコソアドリにおける呼吸および共役りソ酸化反
応の阻害態度について
小澤光,百瀬和亨
生化学 39,233 a967)
Lidocaine の神経節伝達におよぼす影響
小浮光,大槻勲夫,相原弘和
日薬理誌 63,402 a967)
Site of Action of crysta11ine Tetrod0加Xin on sympathetic N改'VOUS
Systems, H. oza、va.and K. SU宮awara, Jap. J. pharmac01.17,287 (1967)
36.
37.
38.
39.
10.
11.
5
12.
43.
44.
45.
64 6 .
ア ノ レ キ ル ジ オ キ ツ ー P 一 ベ ソ ゾ キ ノ ソ 誘 導 休 の ラ ッ ト 肝 ミ ト ニ ソ ド リ ア の  S w e l H n g
に お よ ぼ す 彰 縛
生 化 学  3 9 , 3 6 0  a 9 6 力
小 澤 光 , 百 瀬 和 亨
I s o n i a 2 i d ( 1 N A H ) の  S c h i 丘 塩 基 イ ヒ に よ る 轟 性 低 下 と そ の 生 化 学 的 意 義 に 関 す る 研 究
小 澤 光
東 京 医 科 大 学 誌  2 5 , 6 2 1  a 9 6 7 )
消 化 酵 素 剤 と し て の 徹 生 物 産 生 セ ル ラ 【 ゼ の 研 究
小 澤 光 , 石 川 潔 , 市 川 久 次
薬 剤 学  2 7 , 器  a 9 6 7 )
2 - A m i n o e t h y 1 玲 o t h 山 如 0 加 m  ( A E T ) 関 連 化 合 物 の 薬 理 作 用 ( 第 1 報 )
小 澤 光 , 原 洋 一
薬 誌 認 , 1 5 6  a 9 6 8 )
S t u d i e s  o n  A n t a σ o n i s t s  o f  T e t t o d o t o x i n - D i f f e r e n c s  b e t w e e n  c r y s t a l i n l
T e t r o d o t o X 1 Π  a n d  o t h e r  o t h e r  M u s c l e  R e l a x a n t s  o n  A n t a g o n i s t l c  p h e n o m e n a -
H . o z a w a ,  K .  s u g a w a r a  p h a r m a c o m e t i c s  l , 1 0 1  ( 1 9 6 7 )
H e t e r o c y c l i C  環 を 有 す る  A m i d i n e  化 合 物 の 一 般 薬 理 作 用
小 澤 光 , 岩 月 和 彦
薬 誌 部 , 3 3 0  a 9 6 7 )
C h l o p h e d i a n 0 1  の 薬 理 活 性 蒲 よ び 急 、 性 毒 性
小 澤 光 , 福 田 英 臣 , 大 槻 勲 夫
応 用 薬 理  1 , 1 5 5  ( 1 9 6 7 )
各 種  G u a n l d i n e  誘 導 イ 本 の 肝 ミ ト コ ソ ド リ フ の  O × 1 d a t i v e  p h o s p h o r y l a t i o n  に お よ
ぼ す 彰 郷
小 澤 光 , 佐 藤 正 , 松 岡 茂 樹 , 西 俊 枝
日 薬 理 誌  6 4 , 2 1 a 9 6 8 )
U b i q u l n o n e - 9 の 吸 収 , 分 布 羚 よ ぴ 羽 吋 出 に 関 す る 研 究
小 澤 光 , 百 瀬 和 亨 , 大 関 正 弘 , 野 津 隆 司
日 薬 理 誌  6 4 , 1 9 9  a 9 6 8 )
B l o c h e m i c a l  s t u d i e s  o n  B e n 2 0 q u i n n e  d e r l v a t i v e s ,  V .  s t r u c t u r e - A c t i v i t y
R e l a t i n s h l p  b e t w e e n  B e n 2 0 q u o n e  D e r i v a t i v e s  a n d  l n h i b i t i o n  o f  R e s p i r a t i o n
O f  R a t  L i v e r  l n t a c t  M i t o c h o n d r i a ,  H . o z a w a , 1 < .  M o m o s e ,  M .  M o m o s e ,
M .  M a c h i d a ,  S .  N a t o r i  a n d  K .  Y o s h l h l r a ,  c h e m .  p h a r m .  B U Ⅱ .
1 6 , 8 5 3  ( 1 9 9 8 )
2 - A m i n o e t h y l i s o t h i o t h i o u 、 n i u m  ( A E T ) 関 述 化 合 物 の 薬 理 作 用 ( 第 2 * 長 )
2 - ( 2 - D i e t h y l a m i n o e t h y D  - 1 - p h e n y l i s o t h i u r o n i u m  B r o m i d e  H y d r o b r o m i
d e ( D E P T ) の 交 感 祁 経 興 奮 作 用
小 澤 光 , 原 洋 一
薬 誌  8 8 , 3 1 4  ( 1 9 6 8 )
4 7 .
4 8 .
4 9 .
5 0 .
5 1 .
5 2 .
5 3 .
5 4 .
5 5 .
5 6 .
57.
7
2-Amiooethy1玲othiuronium 関運化合物の薬理作用(第3報) N-Dialky1 およ
び N-Trialkyl-2-amiooothyli.oth1Ⅲ・0"ium の一般薬理作用
小澤光,原洋一
薬誌部,ス17 a968)
2-AmmoethyliゞothiⅢ'oniwn (AET)関運化合物の薬理作用(第4"D 2-Amino-
ethy玲othi峨'oniumのN',N"一砥換体を中心とした関迎化合物の酵素阻害作用
小澤光,原洋・ー
薬誌 88,833 a968)
2-Ammoethyl!S0血iuNn山mAET 関連化合物の薬理作用(第5斑D 交感神経興奮
作用を有す、る2-(2-DiothylamiooethyD -1Phenylisothiu,oniumB,omide 11yd-
robromide (DEPT)の TochyphyhxiS 現象
小澤光,原洋一
薬誌 88,1270 a968)
2-Aminoethli釣thisothiuroni゛m (AET)関池化合物の薬理作用(第6報)
2-Amlno-ethyl-1-P-chhlo,ophenyli.othiu,onium B,omide (AEPCIT)の
薬理作用
小澤光,久保田克己,原洋一
薬誌 88,13詑(1968)
2-TrimethyねmlnoethyHsothiψon加m Bmmide (TMAET)の肉律神経節興奮
作用の解析
小澤光,原洋一
日薬理誌側,467 a968)
2-Aminothi肌olme (2.AT)の骨格筋に対する作用様式の解明
小澤光,久保田克己
薬誌即,1a968)
Struct山'e-activity Relationship of A11くylguanidines on smooth Muscle organs
H.0ねWa ond K,S゛gow.ro, chem.ph討m. B゛Ⅱ.16,2376 (1968)
Pharmac010gical properties of Hetorocyclic Amidine Derivatves. n pharmac-
010けical studies of phenylpiP臼'azine Derlvatives H.02awa and K.ムVatsuki
Chem.pha,m.BUⅡ.16,22482 a968)
培養細胞 FN13Aにおけるし一tyrosine-U-HC一の{先iquinone へのとり込み
小浮光,小関良宏
生化学 40, a968)
塩化カルニチソの平滑筋および骨格筋作用
小潭光,福田英臣,千葉裕広,岩波黄葵,後藤勝年
応用薬理,349 a968)
培養細胞に船ける Ubiq山none-9 のとり込みに関tる研究
小澤光,百瀬和亨,小関良宏
薬誌 89,1085 a96の
58.
59
60.
61.
62.
63.
64.
65.
66.
67.
7 9 .
2 - A m i o o o t h y l i . o t h i 山 ・ o o u m  ( A E T ) 誘 導 休 の ミ ト コ ソ ド リ フ 呼 吸 に 船 よ ぽ す 彰 響
小 澤 光 , 百 瀬 和 亨 , 原 洋 一 , 趙 台 淳
薬 誌  8 9 ,  H 7 5  a 9 6 9 )
A n t a g o n i s t i c  p h e n o m e n a  b e t w e e n  c r y s t a 1 1 i n e  T e t r o d o t o x i n  a n d  G u a n i d i n e s  o n
S y m p a t h e t i c  N e r v o u s  s y s t e m s ,  H . 0 乞 a w a  a n d  K .  s u g a w a r a ,  c h e m .  p h a r m .  B U 1 1 .
1 7 , 1 6 0 5  a 9 6 の
心 筋 お よ び 平 滑 筋 に お け る  C y c l i C 創 , ず 一 A M P  と  T h e o p h y l H n e  と の 関 連 性 に つ い て
小 澤 光 , 相 原 弘 和
日 薬 理 誌  6 5 , 1 7  a 9 6 9 )
S u p e r s e n s i t i v i t y  t o  l s o p r o t e r e n o l  a n d  a  N e w  A d r e n e r g i C β 一 M i m e t i c  A 8 e n t  T r i -
m e t h o q u i n 0 1  0 n  t h e  B l o o d  p r e s s u r e  o f t h e  R e s e r p i n e  T r e a t e d  R a t ,  H .  o z a w a , 1 .
O t s n k i  a n d  Y .  s h 廿 0 玲 h i  J a p .  J .  p h a r m a c . 1 9 , 1 1 0  ( 1 9 6 9 )
R h o d o q u i n o n e - 9  f r o m  A s c a r i s  L u m b r i c o i d e s  v a r .  s u i s  H .  o g a w a ,  S .  N a t o r l ,
M .  s a t o  a n d  H .  o z a w a T e 廿 a h e d m n  l e 壮 e 玲  2 4 , 1 9 6 9  a 9 6 9 )
6 9 .
7 0 .
7 1 .
7 2 .
7 3 .
C o c a i n e - 1 i k e  A c t i o n s  o f  H e x y l g u a n i d n e ,  H .  o z a w a  e n d  K .  s u g a w a r a ,  J a p .  J . P
h a r m a c . 1 9 , 3 4 3  a 9 6 の
O c c u r r e n c e  o f  R h o d o q u i n o n e - 9  i n  t h e  M u s c l e  o f  A s c a r i s  L u m b r i c o i d e s v a r .
S U I S 亘 .  o z a w a ,  M .  s a t o ,  S .  N a t o r i  a n d  H .  o g a w a ,  E X P E R I E N T I A
2 5 , 4 8 4  a 9 6 の
培 養 細 胞 F M 3 A の 呼 吸 に 発 よ ぼ す  U b i q u i n o n e  の 彰 郷 に 関 す る 研 究
小 澤 光 , 百 瀬 和 亭 , 関 良
' " →
広
薬 誌  8 9 , 1 6 0 4  a 9 6 の
C h o l e 眺 杜 0 1  生 合 成 の 阻 害 物 質 に 関 す る 研 究 ( 第 1 殻 ) G u a o i d i n e ,  H y d 地 駈 n o ,  T , ー
O P 0 1 0 n e  な ら び に 2 - A m i n o o t h y l i s o t h l u m n i u m  ( A E T ) 誘 遵 体 の ラ ッ ト 肝 無 細 胞
系 に お け る  A c e t a t e - 1 一 試 C の C h o l e s t e r 0 1  へ の 取 込 み に 船 よ ぼ す 影 郷
小 澤 光 , 市 川 久 汰
薬 誌  9 0 , 1 4 3  a 9 6 9 )
S e n s i t i v i t y  o f  t h e  i s o l a t e d  v a s  d e f e r e n s  o f  t h e  宮 U i n e a - p i g  t o  n o r e p i n e p h r i n e
a n d  a c e t y l c h 0 1 1 n e  a f t e r  d e n e r v a t i o n ,  d e c e n t r a l i z a t i o n  a n d  t r e a t m e n t s  b y
V a r i o u s  a g e n t s ,  H . 0 2 a w a ,  a n d  K .  s u g a w a r a ,  E u r o p e e a n .  J .  p h a r m a c 0 1
1 1 , 5 6  a 9 7 の
C o c a i n e - 1 i k e  A c t i o n  o f  H e x y 1 宮 U a n l d i n e  o n  s m o o t h  M u s l e  p r e p a r a t H o n S 亘 .
O z a w a  a n d  K .  s u g a w a r a ,  c h e m .  p h a r m ,  B U Ⅱ . 1 8 , 8  ( 1 9 7 0 )
E 丘 e c t  o f  H e x y l g u a n i d i n e  o n  c a r d i o v a s e u l a r  s y e t e m  a n d  B l o o d  c l u c o s e ,  H .
O Z 3 W a  a n d  K .  s u g a w a r a ,  c h e m .  p h a , m .  B U U . 1 8 . 1 4  a 9 7 0 )
7 4 .
7 5 .
7 6 ,
フ フ .
7 8 .
? ?
?
80. Cholestet01 生合成の阻害物質に関する研究(第2報) Ben20quinone ならびに
Naphthoquione 誘導休のラット肝無細胞系にヨ'6ける Acetate-1-14C の Cholest-
er01 への取込みにおよぼす影郷
小澤光,市川久次
薬誌 90,蛤o a97の
1-Diethylaminoothyl-3-(D-methoxyben■yD -2刃Uinoxalone (P201-1)
の薬理作用
小澤光,戸部昭広
応用薬理 4,233 a97の
HeterooyC11diC 環を有する Amidine 系化合物の薬理作用(第3帳) 1-phenyl-4
g山nylpipe捻ガnesulfote (PCP)誘導体の交感神経系に対する作用様式の解明と,
Tyramlne に対する薬物相互作用
小深光,岩打和彦
薬誌 90,1563 a釘の
Ch。Hn.作働性薬物および Adル始1血0 作動性薬物のモルモット輸精管の外縦走
筋の接合部電位におよぽす影郷
、^
小澤光,乾 1早
日薬理誌 66,627 a97の
Rhodoquinone-9 from the Muscle of Ascaris lumbricoides var. suisH. oza-
Wa, M. sa加, S. Na加H ond H.ogowo, chem, pha,m. BUⅡ.18,1099 (1670)
Syntheses and Activities of Bioquinone substances.1. Total synthesis of
Rhodoqulnones, Y. watanabe, K. Nakajima, T. seki and l{. ozawa, chem・
Pharm. BU11.18,2208 a97の
Catecholsmine 生合成に関する研究(第 1級) Aminoethyl!sothiuronium (AET)
ならぴに関連化合物の Dopomine一β一hydroxy1鉛■阻害作用
小澤光,鈴木光太郎
薬誌 91,128 a97D
T如P飢oldS の薬理学的研究(第1幸長)下熱・鎮痛船よび消炎作用
村井繁夫,大泉康小澤光,瀬戸 9,
薬誌 91,邪0 (197D
Reserpine 系薬物による Isoproteren01 のアドレナリソ作働性β一効果の端感現象
小澤光,岩月和彦
応用薬理 5,2郭 a97D
Amidin。thl。。hoiln0 系化合物の薬理作用(第 1報) N!-Methylamidinothiocho-
Iine と N-E血ylamldinot0 の薬理作用の比較
小澤光,趙台淳
薬誌 91,陀4 a俳D
81.
82.
83.
88.
84.
85.
9
89.
86.
87.
1 0
9 0 .
A m i d i n o t h i o o h o l i n e  系 化 合 物 の 薬 理 作 用 ( 第 2 報 )  N ' - M e t h y l a m i d 血 o t h i o o h ' 、 、
I i 加 の 内 印 袖 経 姉 興 奮 作 用 と 作 用 音 供 立 の 解 明
小 澤 光 , 趙 台 淳
薬 誌  9 1 , 8 2 2  a 9 7 1 )
A  s m p l e  M e t h o d  f o r  E v a l u a t i n g  A n a l g e s i c  E f f i c a c y  o f  N i n - s t e r o i d a l A n t i -
i n a a m m a t o r y  D r u g s  E .  F u j i h i a ,  T .  M o r i ,  M a k a a w a  a n d  H .  o z a w a c h e m
P h a , m .  B h 鮎 , .  B U 1 1 .  g l 0 9 , 1 5 0 6  a 9 7 D
マ ウ ス 精 管 の 神 経 支 配 に 鬨 す る 薬 理 学 的 な ら び に 電 子 顕 微 鏡 的 研 究
小 澤 光 , 波 辺 皓 , 戸 部 昭 広
日 薬 理 誌 釘 , 2 9 7  a 釘 D
N - n - o c t y l a t y l a t m p H n u m  B r o m i d e  ( A D  1 2 2 ) の 薬 理 作 用
小 澤 光 , 四 釜 敬 子 , 桧 森 憲 夫
応 用 薬 理  5 , 8 1 3  a 9 7 D
C o t e c h o l a m 山 e  生 合 成 に 関 す る 研 究 ( 第 2 報 )  T m p 0 1 0 n 0  な ら び に 関 連 化 合 物 の  i n
V i t r 0  お よ び  i n  V 武 勺 に お l a " る  T y r o s i n e  h y d r o x y l a s e  阻 害 イ 乍 用
小 浮 光 , 鈴 木 光 太 郎
薬 誌  9 1 , 1 1 8 9  a 9 7 D
C a t e c h 0 1 0 m i o e  生 合 成 に 関 す る 研 究 ( 第 3 〒 侵 )  p t e r i d i n e 誘 導 体 の  T y r o s i n e  h y d r -
O x y l a s e  に 対 t る 補 酵 素 作 用
小 浮 光 , 鈴 木 光 太 郎
薬 誌  9 1 , 1 2 5 0  a 9 7 D
A m i d i n o t h i o o h 0 1 力 祀 系 化 合 物 の 薬 理 作 用 ( 第 3 報 )  A m i d i n o t h i o c h o H " e  誘 導 休
の 内 律 神 経 系 に 対 す る 影 紳
趙 台 淳 , 山 木 優 子 , 小 澤 光
薬 誌  9 1 , 1 2 3 8  a 9 7 D
9 1 .
9 2 .
9 3 .
9 4
9 5 .
9 6 .
9 7 .
T r o p o n o i d S  の 薬 理 学 的 研 究 ( 第 2 報 )  2 , 5 - D i a m i n 0 廿 O P 0 1 0 n .  H C 1  の 交 感 神 経 節
遮 断 作 用 の 解 明
小 澤 光 , 大 泉 康 , 村 井 繁 夫
薬 誌  9 1 , 1 3 0 7  a 9 7 D
9 8 .
T m p o n o i d S  の 薬 理 学 的 研 究 ( 第 3 ゑ め 律 神 経 系 に お け る  T r o p o n o i d S  の 薬 理 作 用
小 澤 光 , 瀬 戸 秀 一 , 大 泉 康 , 村 井 繁 夫
薬 誌 兜 , 1 9  a 6 7 D
C h o l e s t 田 0 1  生 合 成 の 阻 害 物 質 に 関 す る 研 究 ( 第  3  報 )  r - D e c a m e t h y l e n e d i - g ゛ n -
n i d i n e  D i h y d r o c h l o r i d e ,  v i t a m i n l く 。 え C ら び に  2 - M e t h y l - 3 , 6 - d i b r o m o _ 1 , 4 -
B e 加 o q u i n o n e  の ラ ッ ト 肝 無 細 胞 系 に お け る  C h o l e s t 田 0 1 生 合 成 の 阻 害 部 位 の 解 明
小 澤 光 , 市 川 久 次
薬 誌  9 1 , 1 8 7  a 9 7 D
9 9 .
100.
11
Aminoguanidine 系化合4勿の薬理学的研究(第1報) Aryloylaminoguanidine な
らびにその関連 T百能ole 化合物の一般薬理作用
小澤光,桂木猛
薬誌兜,471a972)
TroponoidS の薬理¥的研究(第5桃) 3-10propyl-5,フ-Dimorpholinomethy
1一廿OP010n.の血管拡張作用
小澤光,村井繁夫
薬誌 62,570 a972)
神経節遮断効果を有する AmidnothiochoHne 系化合物の作用様式の解明
小澤光,趙台淳
日薬理誌 68,19 a俳2)
Anti-secretory and Anti-ulcerous E丘ects of TI'ospium chloride (spasmex)
On the shay Rat and Antispasmodic Actions on ls010ted preP2rations otGU-
1王. ozawa and K. shikamapharmacometricS 6,399 (1972)Inea-plg,
Potentiating E丘ects of ouabain and Aminoguanidines on Responses of smo-
Oth Muscle organs lnduced by various Agentsa nd Electrical stimulusH.
0.awa aod T. KatU捻giJap. J. ph故moc01.22,371 a972)
d-2-(6-mcthoxy-2、naphthyD propionic acld の抗炎症作用
小浮光,池田実,伊藤紀子
応用薬誌 6,20la972)
抗炎症薬N叩roX帥の中枢神経系に対する一般薬理作用
小澤光,池田実,鈴木幹夫
応用薬理 6,1039 (1972)
Amlnoguaoidin0 系化合物の薬理学的研究(第2ま艮) 3,4Dihydroxybenzoylaml-
noguanidine(AC-2H)の心臓脈管系に対tる作用様式の解明
小誌光,桂木猛
薬誌兜,1095 a97の
Pharmac010gical studies of Troponoids.1V. Antipyretic analgeslc and antl-
inflammatory activities of aminotroponoids, H. ozawa, and s. Mural, chem.
Phal・m. BUⅡ.20,60 a972)
Rhodoquinone specificity in the reactivtion of succinoxiodse activityof ac-
etone-extracted asacaris mitochondria, M. sato,1<. YamadaBioch. Biophy.
Reseach. commun.46,578 (1972)
EstTone の Cholestet01-shHting 基力果に文ナする加Stosterone, progesterone お
よび同化ステロイド furazab01 の影粋
小澤光,小野寺威,中村郁子
薬誌 92,316 a972)
101、
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110.
105.
106.
107.
108
109.
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1 1 1 .
L 北 h i u m  塩 の 薬 理 羊 的 研 究 ( 第 1 報 ) 中 枢 神 経 系 に お よ ぼ す  L i t h i o m  塩 の 一 般 薬
理 作 用
小 澤 光 , 菅 原 和 信 , 宮 内 逹 雄 , 酒 井 健 , 秋 山 二 三 雄
応 用 薬 理  7 , 4 1 3  a 釘 2 )
1 1 2 .
精 管 船 よ び 精 襄 の 薬 物 感 受 性 に 対 す る ホ ル モ ソ 支 配 の 影 瓣 ①
小 浮 光 , 古 城 健 太 郎
日 薬 理 誌  6 9 , 5 5 7  a 9 7 3 )
1 1 3 .
L i t i h u m  塩 の 薬 理 学 的 研 究 ( 第 2 蛾 ) 中 枢 神 経 系 に お よ ぼ す  L i t h i u m  塩 連 続 投 与
の 影 醤
小 澤 光 , 菅 原 和 信 , 市 川 美 恵 子 , 笹 島 道 忠 , 相 原 弘 和 , 秋 山 二 三 雄 ,
酒 井 健 , 田 中 一 郎
応 用 薬 理  7 , 1 2 6 8  ( 1 9 7 3 )
1 1 4 .
T r o p o n o i d S  の 薬 理 孚 的 研 究 ( 第 6 級 )  3 - 1 S o p r o p y l - 5 , フ - d i p i p e 丘 d i n o m e y l - t r o p -
0 1 0 n e  亘 y d m c h l o d d e  の 一 般 薬 理 作 用
小 澤 光 , 村 井 繁 夫 , 生 駒 英 信
薬 誌 船 , 5 4 7  a 釘 3 )
1 1 5 .
O u a b a i n - i n d u c g d  p 0 加 n i t a t i o n  h t c o n t r a c t i o n s  o f  t h e  c u i n e a - p i g  v a s  d e f e
r e n s , 1 ( .  o z a w a  a n d  T .  K a t 9 U r a g l ,  E u r o p e a n  J .  p h  r m . 2 5 , 1 4 7  ( 1 9 7 4 )
1 1 6 .
S t u d i e s  o n  3 , フ - D l m e t h y l - 1 - ( 5 - O × 0 - h e x y D  - x a n t h j n e  ( B L  1 9 D  I .  c y c l i C  3 ' ,
5 ' - N u c l e o t l d e  p h o s p h o d l e ゞ 加 r 給 . ( P D E ) . n d  t h e  l n h  n h i b i b i t o r y E 丘 e c t  o f  B L
1 9 1  0 n  p D E  l n  R a t  B r a l n  a n d  H e a r t s .  H a y a s h i  a n d  H .  o z a w a c h e m .  p h a r m .
B U 1 1 . 2 2 , 5 8 7  a 9 7 4 )
リ 求 フ ラ ビ ソ 誘 導 体 の 薬 理 ツ 屯 り 研 究 ( V )  2 ' , 3 - D i - 0 - " i o o t i n o y l  d b o f l a v i n -
4 ' ( 5 ) - p h 舶 P h a t e  の = レ ス テ ロ ー ル 低 下 作 用
斎 藤 卸 男 , 奈 良 武 志 , 小 松 豊 彦 , 小 澤 光
V i t a m i n S  4 8 , 3 8 5  a 9 7 4 )
1 1 7 .
1 1 8 .
L i 血 加 m  塩 の 薬 理 学 的 研 究 ( 第 が 服 ) 塩 化 り チ ウ ム ( L i c D  の 循 環 系 お よ ぴ 平 滑
筋 に お よ ぼ す 一 般 薬 理 作 用 一
小 澤 光 , 宮 内 達 雄 , 菅 原 和 信 , 笹 島 道 忠 , 相 原 弘 和 , 酒 井 健 ,
田 中 一 郎
日 薬 理 誌  7 0 , 2 1 5  a 9 7 4 )
1 1 9 .
D o p a m i n e  の 摘 出 ラ ッ ト 左 心 房 標 本 に 対 す る 作 用
小 澤 光 , 相 原 弘 和 , 笹 島 道 忠 , 田 中 一 郎
日 薬 理 誌  7 0 , 3 9 9  a 9 7 4 )
モ ル モ ッ ト の 下 腹 神 経 一 精 管 標 本 に 船 け る 精 管 と 神 経 節 の 隔 絶 分 献 法
小 澤 光 , 安 部 不 二 夫
日 薬 理 誌  7 0 , 7 2 7  a 9 7 4 )
1 2 0 .
121. リ飛フラビソ誘導体の薬理学的研究(VD 2',創一Dio-nicotinoylriboaavin-
4'(5り一phosphate の薬理作用機序
斎藤那男,古城能太郎,小澤光
VitamlnS 48,487 a674)
鋏霪作用を有する Piperidolate の摘出平滑筋,特に性ホルモソ影響下にオ6ける子
宮平滑筋に対する作用①
小澤光,弘中豊
日薬理誌 70,659 (1974)
Pharmac010gical Analysis of Acetylch011ne-induced contraction in M ousevas
Deferens, H. ozawa,1<. Alhara, F. AbeandK. sugawara, Jap. J. pharmac01・
24,81ι a974)
薬物相互作用の薬理学的研究一血管透過性抑制作用と鎮痛作用に船ける薬物相互作
小澤光,池田実
薬誌 94,1524 a974)
Pharmacokinetic lnvestigatlon of 17a-Desoxymethasone (A 41 304) in Rats, S.
Hayashl, T. S誠稔guohj ond 11.0ねWo chom. ph加m. BUⅡ.22,2771 (1974)
6-cydohexyl-1-hydroxy-4-methyl-2(旦)-pyridone ethanolamine salt
(Hoe 296)のラットれおける吸収,分布,村N世,イ賠射
小澤光,森山和勇,藤本和巳,森山由美子
応用薬浦 9,109 a975)
Dopamlne のラット末血管湘流圧に対する作用
小深光,相原弘和,笹島道忠
日薬理誌 71,61a975)
Catecholam加e 生合成に関する研究(第4帳) Thiourea 系化合物による Dopa-
mineβ一Hydmxylase 阻三郡乍用
小澤光,小山英子
薬誌 95,373 a975)
Antispasmodic Action of l-Diethylamin0■thyl-3-(P-methoxybenzyD -2刃U-
inoxalone (201-D and lts lnl〕ibitm'y E丘ect on cycliC 3/,5-Nucleo-tide
Phosphodiesterase (PDE) Activitys. Hayashi and H. ozawa, chem. pharm.
BU11.23,810 (1釘5)
中枢性降圧剤 Cloni戯ne の交感神経作動薬との相互作用による作用様式の解析
小澤光,植松利男
日薬理誌 71,273 a975)
Ganglion Blocldng Activity of Amidinothiocholine Derivatives,亘. ozawa,
Tai soon cho ond K. sugawara, chem. pha,m. BU11.23,1639 (1975)
122.
123.
124.
125.
126.
127.
13
128.
129.
130.
131.
1 4
1 3 2 .
Ⅱ 印 P r o d H  の イ ヌ の 脳 循 環 な ら び に 末 梢 循 環 に 対 t る 作 用 様 式 の 解 明
小 浮 光 , 陳 沽 松 , 植 松 利 男 , 菅 原 和 信
日 薬 理 誌  7 1 , 5 1 7  a 9 7 5 )
A m i n g 山 n i d i n e 系 化 合 物 の 薬 理 学 的 研 究 ( 第 1 蛾 )  B e n 2 y l 一 お よ び B e 如 y l i d 即 e -
h y d r a z i n o - 3 , 4 , 5 , 0 - t . h ' a h y d n m l d i n e  化 合 物 の 降 圧 作 用 な ら び に 一 般 薬 理 作
用
小 澤 光 , 植 松 利 男 , 陳 清 松
誌 薬  9 5 , 9 6 6  a 9 7 5 )
持 続 性 降 圧 作 用 を 有 す る  M 抑 d e l a m i d i n e  の 作 用 様 式 の 解 明 ( D  G u a n e t h i d i n e
と の 作 用 様 式 の 比 較
小 澤 光 , 弘 中 豊
日 薬 理 誌  7 1 , 4 6 3  a 9 7 5 )
持 続 性 降 圧 作 用 を 有 、 ず る  M a n d e l a m l d i n e  の 作 用 様 式 の 解 明 ( 1 D  M a n d e l a m i d i o e
の 初 期 血 圧 反 応 の 機 構 一
小 澤 光 , 弘 中 豊
日 薬 理 誌  7 1 , 5 5 9  a 9 7 5 )
G e n e r a l  p h a r m a c 0 1 0 g l c a l  A c t i o n s  o f  N - A c e t o a c e t y l - 3 - h y d r o x y t y r o s h i n e
H .  o z a w a ,  K .  s u g a w a r a ,  M .  K o o i  a n d  T .  K a t o ,  c h e m .  p h a r m .  B U 1 1 .
2 3 , 2 0 7 5  ( 1 9 7 5 )
T h e  s t i m u l a t o r y  E 丘 e c t  o f  t h e  B O H e d  s u p e r n a n t  o n  c y c l i c  A M P  F o r m a t i o n
i n  s y n a p t o s o m e s  f r o m  R a t  c e r e b r a l  c o r t e x  H . 1 Z u m i ,  H . o y a m a  a n d  H .
O z a w a ,  J a p .  j .  p h a r m a c 0 1 . 2 5 , 3 7 5  ( 1 9 7 5 )
P o t e n t i a t i n g  E 丘 e c t  o f  L i t h l u m  c h l o r i d e  A g g r e s s i v e  B e h e v i o n r  l n d u c t i o n
M i c e  b y  N i a l a m i d e  p l u s  L - D O P A  a n d  b y  c l o n i d i n e ,  H . 0 2 a w a ,  T .  M i y a u c h l
a n d  K .  s u g a w a r a ,  E u r o p e a n  J .  p h a r m a c 0 1 . 3 4 , 1 6 9  ( 1 9 7 5 )
E n d o g e n o u s  l n h i b i t o r s  i n  R a t  L i v e r  o f  D o p a m i n e  β 一 H y d r o x y l a s e  1 1 . 1 2 U m i ,
H ,  o y a m a  o n d  H .  O Z . w a ,  c h e m .  p h 町 m .  B U Ⅱ . 2 3 , 2 3 6 2  ( 1 9 7 5 )
E f f e c t s  o f  v a r i o u s  A g e n t s  o n  s y n a p t o s o m a l  A d e n y l  c y c l a s e  A c t i v i t y  i n  t h e
A b s e n c e  a n d  p r e s e n c e  o f  t h e  B o i l e d  s u p e r n a t a n t .  H . 1 Z u m i  a n d  1 1 .  o z a w a
J a p .  J .  p h a r m a c 0 1 . 2 5 , 7 0 9  a 9 7 5 )
慢 性 じ ん ま 疹 に 対 す る ヒ ス タ ミ ソ 加 ヒ ト 免 疫 グ 戸 プ リ ソ ( り ＼ ビ ソ ) の 二 重 盲 検 法
に よ る 際 床 効 果 の 検 討
宮 沢 偵 二 , 清 寺 真 , 大 角 毅 , 藤 山 忠 昭 , 笠 井 達 也 , 佐 藤 哲 司 ,
石 橋 正 夫 , 小 澤 光
医 学 の あ ゆ み  9 2 , 4 6 0  a 釘 5 )
中 枢 抑 制 薬 お よ び 降 圧 薬 の 処 方 調 査
金 久 保 好 男 , 小 川 瑞 重 , 加 藤 宗 子 , 小 澤 光
病 院 薬 孕  1 , 1 2 1 ( 1 9 7 5 )
1 3 3 .
1 3 4 .
1 3 5 .
1 3 6 .
1 3 7 .
1 3 8 .
1 3 9 .
1 4 0 .
1 4 1 .
1 4 2 .
143. 向精神薬の処方調査
種村岩美,小島晶子,小杉喜芳,田中道雄,小澤光
病院薬学 1,127 a975)
抗炎症薬の処方調査
海野勝男,館山耕,須藤一郎,安保駒治,伊藤和子,畠野昭子,
福井了三,安宅久成,士谷真喜子,高階裕子,小林都庠子,笹川聖子,
相馬裕子,穴沢貴美子,岩城良子,小澤光
病院薬学 1,132(1975)
感染症治療剤に関する処方認査ハ_
、昂,古都昭彦,曽根賢,鳴海昭文,石川修,新谷洋三,Eき藤田 エロ,
唐牛法子,谷村竹生,桜田健,照井聖比古,大呆昭良,小澤光
病院薬学 1,138 a975)
Tetracycline 系抗生物質と健胃薬との併用に関する研究
藤田昂,照井聖比古,谷村竹生,工藤肇,佐藤征,小澤光王ヨ工IJ,
病院薬学 1,141a975)
Inhibition of Dopamine β一Hydroxylase by some New Thiourea DervaれVes
H. oyama,H.1Zumi and n. ozawa, Biochemical pharmac010gy
25,27フ(1975)
薬物相互作用の薬理学的研究(第2゛脚非ステロイド系抗炎症薬の下熱作用と点性
轟性に船ける薬物相互作用
小澤光,池田実,豊口義夫
薬誌 96, ola俳6)
Extraction 。f an lnhibitory substance from Rat Liver on Rat Brain ATpase
H.1Zuml and H. ozawa, Tohoku J. exp. Med.118,97 (1976)
H.1Zumi,Irreverslble lnhibltion of dopamine β一hydroxylase by cystelue
豆. oyama and H.0.awa, Bioohemloalpharmoo010gy 25,487 (1976)
遺伝的筋ジストロフ'ーマウスにおける骨滑筋船よび脳の形質膜分画の Ouabain
感受性(Na゛十K、)-ATpase 活性
小澤光,三浦力,佐藤正
実験動物 25,1a97の
Studies 。n 3,フ_Dimethyl-1-(5-0父0-hexyD -xanthine (BL 191): The
Hayashi,Inhlblbiry Effect of BL 191 0n pDE in various Tlssues of Rats, S・
T. S。k。gu。hi and H.0.awo, JOP. J. pharmoo01.26,117 (1976)
CentraⅡy Mediated cardiovascular Responses to lntracisterna njection o
Sympath。mimetic Amines in Anestheti2ed Rats,壬1. ozawa, and・ uematsu
Jap. J. pharmac01.26,45 (1976)
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F u r t h e r  s t u d i e s  o n  l r r e v e r s i b l e  l n h i b i t l o n  o f  D o p a m i m l n e  β 一 H y d r o x y l a s e  b y
C y s t e i n e ,  H . 1 Z u m i ,  M .  H a y a k a r i  a n d  H .  o z a w a ,  T o h o k u  J .  E X P .  M e d .
1 1 8 , 3 7 3  a 9 7 6 )
D l f f e r e n t  p a t t e r n s  o t  D o p a m l n e  β 一 ,  H y d r o x y l a s e  b y  c y s t e i n e ,  H . 1 Z u m i ,  H .
O y a m a ,  M .  H a y a k a H  a n d  H .  o z a m a ,  J a p .  J .  p h a r m c 0 1 . 2 6 , 2 6 3  ( 1 9 7 6 )
無 麻 酔 ラ ッ ト 血 圧 に お け る  d l - M a n d e l a m i d i n e  ( o l m i d i n e ) と 他 の 降 圧 薬 と の 相 互
作 用
小 澤 光 , 弘 中 豊 、
日 薬 理 誌  7 2 , 3 3 1 a 9 7 6 )
C e n t r a 1 1 y  M e d i a t e d  c m ' d i o v a s c u l a r  E 丘 e c t s  o f  l n t r a c l s t e r n a l  A p p l i c a t i o n  o f
C a r b a c o l i n  A n e s t h e t i z e d  R a t s ,  H .  o z a l v a  a n d  T .  u e m a t S 口 ,  J a p .  J .  p h a r m a c 0 1 .
2 6 , 胎 9  a 9 7 6 )
d l - 2 - ( 3 , 4 - M e t h y l e d l o x y p h e n y D - 2 - h y d , o x y a c e ね m l d e  ( d l - M a n d e l - a m l d i n e )
霜 よ び そ の 光 学 活 性 体 の 持 統 的 降 圧 作 用 の 比 校
小 澤 光 , 弘 中 豊
薬 誌  9 6 , 5 1 9  a 9 7 6 )
C o m p a r i s o n  o f  1 1 y p o t e n s i v e  A c t i v i t i e s  o f  d l - M a n d e l m a i d i n e  ( o l m i d i n e )  a n d
I t s  o p t l c a 1 1 S o m e r s ,  H .  o z a w a  a n d  Y .  H i t o n a k a
薬 誌  9 6 , 1 1 5 0  a 9 7 の
T h e  s t i m u ] a t i o n  o f  s y n a p t o s o m a l  A d e n y l  c y c l a s e  A c t i v i t y  b y  s u p e r n a t a n t
f r o m  R a t  B r a i n  c e r e b r a l  c o r t e X  亘 . 1 Z u m i  a n d  H .  o z a w a ,  c h e m .  p h a r m .
B U 1 1 . 2 4 , 5 5 5  ( 1 9 7 の
ス テ ロ イ ド ミ オ パ チ ー マ ウ ス の 骨 湘 筋 形 質 膜 分 画 に お け る  O u a b a l n  感 受 性
( N a ' 十 K ゛ ) - A T p a s e  活 性
小 澤 光 , 三 浦 力 , 佐 藤 正
薬 誌  9 6 , 1 0 8 5  a 9 7 6 )
P e r i p h e r a Ⅱ y  a n d  c e n t r a Ⅱ y  M e d i a 加 d  B r a d y c a r d l a c  E 丘 e c t s  o f  c l o n i d l n e  i m
A n e s t h e t i z  e d  o r  s p i n a l  R a t S  1 1 .  o z a w a  a n d  T .  u e m a t s u ,  T o h o k u  J .  e x p .
M e d . 1 1 9 , 2 部  a 9 7 6 )
P h a r m a c 0 1 0 g l c a l  A c t l o n  o f  ( S ) - 2 - 4 , 5 - D l h y d r o - . 5 - p r o p y l - 2  ( 3 H ) - f u T y l i d e n e -
1 , 3 - c y c l o p e n t a n e d i o n e  ( o u d e n o n e ) , 1 ' 1 .  o z a w a  a n d  T .  K o i d e ,  J a p .  J .  p h a r -
m a c 0 1 . 2 6 , 5 8 1  a 9 7 の
U 血 i u m  塩 の 1 回 お よ ぴ 反 復 投 与 時 の 動 態 と 行 動 薬 学 的 研 究
小 澤 光 , 野 津 隆 司 , 相 原 弘 和 , 秋 山 一 = 雄 , 笹 島 道 忠
日 薬 理 誌  7 2 , 4 3 3  a 9 7 の
1 5 5 .
1 5 6 .
1 5 7 .
1 5 8 .
1 5 9 .
1 6 0 .
1 6 1 .
1 6 2 .
1 6 3 .
1 6 4 .
165.
17
ト脳各部位における[ith加m の分布と電解質 NorepinephHne 代謝に対するフツ
作用
小澤光,野津隆司,相原弘和
日薬理誌 72,851 a釘の
Analysis of hypotensive mechanism of pind0101, a β一adrenoceptor blocking
drugs ln l・ats, H. ozawa, T. Metsubora and ching chen, Jap・ J・ pharmac01・
27,295 (197フ)
P。tentiatjng e丘ect of lithium chloride on methamphe始mine-induced stere-
H. ozawa and T. Miyauchi, Europ. J. pharmac01.Otypy ln mlce,
41,213 a97フ)
inhibition of do pamineOccurence and and some properties of a protein-1ike
Ozawa and s. Tsuboiβ一hydroxylase in ratliver H. oyama, H.1Zum, H・
Biochem. pharmac01.26,1985 a9フカ
E丘ects 。f clonidine on blood pressure, heart rate and body temperature
in c。nscious rats, H. ozawa, ching-song chen, H. watanabe and T・ uematsu
Jap. J. pharmac01.27,47 (197フ)
無麻四゛ラットにおける各種アドレナリソ作動性β遮断薬,特に Carte0101 の降圧作
用の解析
小澤光,渡辺寛,陳清松
日薬理誌 74,139 a97フ)
169.
その他 240編
166.
167.
168.
170.
